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町制施行「駅伝」「釣り」

まちの話題

お知らせ

郷友会紹介

12月号の主な内容冬の龍郷路を駆け抜ける

　龍郷町４大行事を締めくくる「駅伝競走大

会」が公認マラソンコースでありました。７

校区の代表選手たちが、１１区間３４・６㌔

で健脚を競い、町内を疾走しました。

（２ページに結果）

　（第50回龍郷町駅伝競走大会）
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大勝校区が総合優勝

龍
郷
町
駅
伝
競
走
大
会

～
町
制
施
行
40
周
年
記
念
～

　

町
制
施
行
40
周
年
記
念
「
第

50
回
龍
郷
町
駅
伝
競
走
大
会
」

が
龍
郷
マ
ラ
ソ
ン
公
認
コ
ー
ス

で
あ
り
、
選
手
た
ち
は
暖
か
さ

の
残
る
冬
の
龍
郷
路
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。
節
目
の
年
は
大
勝

Ａ
が
２
年
ぶ
り
に
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
荒
波
方
面
を
コ
ー

ス
に
し
た
11
区
間
34
・
６
㌔
で

あ
り
、
７
校
区
９
チ
ー
ム
が
出

場
。
各
選
手
が
地
域
の
思
い
を

タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
。

【
Ａ
ク
ラ
ス
】

①
大
勝
Ａ　

２
時
間
14
分
03
秒

②
赤
徳
Ａ　

２
時
間
15
分
49
秒

③
龍
瀬　
　

２
時
間
22
分
13
秒

【
Ｂ
ク
ラ
ス
】

①
円　
　
　

２
時
間
24
分
12
秒

②
大
勝
Ｂ　

２
時
間
24
分
42
秒

③
赤
徳
Ｂ　

２
時
間
25
分
08
秒

【
躍
進
賞
】
大
勝
Ｂ

【
区
間
賞
】（
敬
称
略
）

▼
１
区
（
２
・
８
㌔
）

　

清
正
詩
音
（
龍
郷
）  

９
分
28
秒

▼
２
区
（
１
・
１
㌔
）

　

前
原
和
奏
（
大
勝
Ａ
）４
分
15
秒

▼
３
区
（
１
・
８
㌔
）

　

川
畑
弥
希
（
大
勝
Ａ
）７
分
15
秒

▼
４
区
（
３
・
８
㌔
）

　

迫
地
航
士
（
赤
徳
Ａ
）13
分
49
秒

▼
５
区
（
２
・
５
㌔
）

　

成
瀬
茉
倫
（
赤
徳
Ａ
）９
分
50
秒

▼
６
区
（
２
・
７
㌔
）

　

青
木
智
裕
（
龍
郷
）

     

10
分
43
秒

▼
７
区
（
３
・
６
㌔
）

　

圓
野
寛
誠
（
円
） 　
　

13
分
33
秒

▼
８
区
（
１
・
６
㌔
）

　

柳
竜
空
（
大
勝
Ａ
）   

６
分
11
秒

▼
９
区
（
５
・
２
㌔
）

　

里
建
一
郎
（
大
勝
Ａ
）19
分
04
秒

▼
10
区
（
５
・
６
㌔
）

　

辺
木
侑
玖
（
龍
瀬
）   

20
分
13
秒

▼
11
区
（
３
・
９
㌔
）

　

迫
地
政
明
（
赤
徳
Ａ
）14
分
50
秒

第
50
回

号
砲
と
と
も
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
７
校
区
９

チ
ー
ム
の
代
表
選
手
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
の
大
勝
Ａ

Ｂ
ク
ラ
ス
を
制
し
た
円

選
手
宣
誓
を
す
る
成
瀬
茉
倫
選
手

※
優
良
競
技
者
被
表
彰
者
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
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町制施行
40 周年記念～　　　   　　～

　
「
町
制
施
行
40
周
年
記
念
釣
り
大
会
」（
全
日

本
磯
釣
連
盟
九
州
支
部
奄
美
地
区
主
催
）
が
11

月
28
～
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
龍
郷
町
が

共
催
す
る
記
念
の
大
会
に
は
、
各
地
の
釣つ
り
っ
ち
ゅ

人
が

大
勢
参
加
。
老
若
男
女
が
各
魚
種
部
門
で
釣
果

を
競
い
ま
し
た
。

親子で糸を垂らす光景も 玉里漁港であった検量 魚拓の実演もありました

　

一
匹
重
量
で
の
検
量
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
チ
ヌ
】
①
ホ
リ
ウ
チ
ア
ツ
シ

１
・
18
㌔
②
柳
雅
也
③
廣
和
美

【
ク
ロ
】
①
節
和
祐
介
０
・
70

㌔
②
丸
野
農（
オ
キ
ナ
メ
ジ
ナ
）

③
柳
雅
也
（
同
）

【
タ
マ
ン
】
①
マ
ツ
ウ
ラ
ヒ
ロ

フ
ミ
５
・
40
㌔
②
福
原
尋
③
ハ

ヤ
シ
ヒ
ロ
ユ
キ

【
ブ
ダ
イ
】
①
成
海
博
幸
２
・

25
㌔
②
岩
切
保
人
③
川
口
大
海

【
ハ
タ
】
①
重
田
裕
二
郎
１
・

65
㌔
②
福
田
眞
音
③
ホ
ン
ダ

ジ
ュ
ン

【
ア
ジ
】
①
中
村
恭
作
０
・
60

㌔
②
岡
山
龍
昇
③
カ
ワ
バ
タ
カ

ズ
ヒ
ト

【
イ
カ
】
①
モ
ト
ノ
ケ
ン
ゾ
ウ

１
・
34
㌔
②
タ
シ
ロ
ユ
ウ
マ

【
コ
ブ
シ
メ
】
①
オ
カ
モ
ト
ヒ

デ
オ
０
・
50
㌔

【
バ
ラ
フ
エ
ダ
イ
】
①
森
山
郁

也
11
・
35
㌔

町
制
施
行
記
念
釣
り
大
会
の
各
部
門
優
勝
者
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　果樹などの重要害虫「ミカンコミバエ」の発生に
伴い、門司植物防疫所名瀬支所と鹿児島県、龍郷町は、
まん延防止と早期根絶に向けて町内全域にテックス
板＝丸写真＝３５００枚を設置しました。
　作業には徳田康光町長も参加。テックス板はミカ
ンコミバエの誘引剤と殺虫剤を含んでおり、直接手
で触れないように注意が必要です。

テックス板を設置
ミカンコミバエ駆除へ

町内でもテックス板を設置しました

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成27年 11月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

2,969
6,078
2,948
3,130

　-2
   +3
　+5
　-2

▲

　龍郷町は１２月１日から、手広海岸にあるトイレ・シャ
ワー施設に、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の「屋外型収
納ボックス」を試験的に設置しました。２４時間３６５日、
いつでも、誰でも、簡単に、ＡＥＤを取り出して使用す
ることが可能となります。

　今回の収納ボックスは、町内の民間
企業と共同開発を行い、防水防塵、温度、湿度、紫外線、赤外線、防犯の基
本仕様を備えながら、既製品にはない新しい耐塩仕様となっています。また、
屋外へ設置するにあたり、扉解放時に写真撮影（夜間帯は赤外線撮影）、警
告音、警告ライトが作動する仕組みで、防犯機能も充実させています。
　ＡＥＤとは、突然心臓が正常に拍動できなくなった心停止状態の常態に対
して、電気ショックを行い、心臓を正常なリズムに戻すための医療機器です。

心停止状態は突然訪れます。ＡＥＤの役割を知り、緊急時以外の取り出し、いたずらは絶対にし
ないようにご注意ください。
※大島地区消防組合龍郷消防分署では、ＡＥＤの取扱いを含めた各種救急講習会を実施していま
す。救急講習会をご検討されている方は龍郷消防分署救急係までご連絡ください。

大島地区消防組合 龍郷消防分署 救急係       TEL:0997-62-2611 FAX:0997-62-2612

手広海岸にＡＥＤ試験設置
２４時間対応可能に

▲
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ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｂ

Ｌ
Ｏ
Ｗ
」
の
ボ
ー
カ
ル
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
碩
真
也
さ
ん
（
龍
郷
町
川
内
集

落
出
身
）
が
、歌
手
名
「
あ
お
み
ど
り
」

と
し
て
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
を
全
国
発
売
し

ま
し
た
。
故
郷
・
龍
郷
町
へ
の
想
い
を

胸
に
活
動
を
続
け
る
あ
お
み
ど
り
さ
ん

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｑ

「
あ
お
み
ど
り
」
の
き
っ
か
け
は

　

平
成
22
年
と
23
年
の
豪
雨
災
害
で
、

故
郷
が
傷
い
て
い
る
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
生
業
を
通
じ
て
、
島
で
暮

ら
す
人
た
ち
に
「
温
も
り
を
与
え
ら
れ

る
歌
を
歌
い
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

Ｑ
名
前
の
由
来
は

　

生
ま
れ
育
っ
た
奄
美
大
島
・
龍
郷
町

は
、
手
つ
か
ず
の
山
と
海
、
空
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。
時
に
優
し
く
、
時
に
力

強
く
、
自
然
の
よ
う
に
寄
り
添
え
る

「
歌
」
を
目
指
し
、
そ
の
大
自
然
の
色

を
そ
の
ま
ま
表
現
し
ま
し
た
。

　

Ｑ
故
郷

・
龍
郷
町
へ
の
想
い
は

　

昨
年
、
母
校
の
大
島
高
校
の
後
輩
た

ち
が
叶
え
て
く
れ
た
甲
子
園
出
場
。
そ

し
て
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」「
僕
の
太
陽
」

と
い
う
曲
を
通
じ
て
、
龍
郷
町
の
ふ
る

さ
と
Ｃ
Ｍ
（
※
町
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
公
開
中
）
に
も
携
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

日
々
、
良
い
こ
と
の
反
面
、
辛
い
事

も
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
僕

自
身
が
奄
美
の
風

景
で
和
ん
だ
よ
う

に
、
歌
も
そ
う
で

あ
っ
て
ほ
し
い
、

そ
う
な
り
た
い
と

思
い
、「
歌
う
こ

と
で
人
の
力
に
な

れ
な
い
か
」
と
、

こ
の
作
品
を
作
り

ま
し
た
。
奄
美
大

島
・
龍
郷
町
で
生

ま
れ
育
っ
た
「
誇

り
」
と
感
じ
て
き

た
こ
と
を
、
よ
り

多
く
の
人
に
伝
え

て
和
ま
せ
ら
れ
た

ら
と
願
っ
て
い
ま

す
。

12
月
２
日
発
売

あ
お
み
ど
り（
碩
真
也
）

フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム

「
あ
お
み
ど
り
」

　

龍
郷
町
立
大
勝
小
学
校
、
同
町

立
龍
南
中
学
校
、
鹿
児
島
県
立
大

島
高
校
を
卒
業
後
、
平
成
13
年
に

大
阪
で
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
Ｓ
Ｏ
Ｕ

Ｔ
Ｈ　

Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
」
を
結
成
。
全

国
で
の
ラ
イ
ブ
活
動
な
ど
を
経

て
、「
故
郷
を
繋
げ
た
い
」
と
ソ

ロ
活
動
を
始
め
る
。

大
阪
府
在
住
、
33
歳
。

碩
さ
ん（
川
内
集
落
出
身
）

12
月
に
Ｃ
Ｄ
全
国
発
売

音
に
込
め
る

「
龍
郷
の
誇
り
」
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法
務
省
が
人
権
擁
護
の
啓
発
の
一
環
と
し
て
推
し
進
め
る
「
人
権
の
花
運
動
」
に
今
年
度

参
加
し
た
龍
郷
小
学
校（
用
隆
也
校
長
）。
児
童
た
ち
は
４
月
の
開
校
以
降
、協
力
し
あ
い「
ひ

ま
わ
り
」
を
育
て
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を
育
み
ま
し
た
。
11
月
に
は
同
校
で
閉
講
式

が
あ
り
、
２
名
の
児
童
が
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
人
け
ん
の
花

運
動
の
学
校
に
選
ば
れ
て
、

ひ
ま
わ
り
の
花
を
植
え
た

　

今
日
で
人
権
の
花
運
動
が

終
わ
り
ま
す
。
５
月
に
ひ
ま

わ
り
を
植
え
た
の
が
、
つ
い

こ
の
前
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

　

人
権
と
い
う
言
葉
を
聞
い

て
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
、
人
を
思
い
や

り
、
正
し
く
生
き
て
い
く
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
人
や
人

の
命
を
け
な
す
よ
う
な
言
葉

や
い
じ
め
は
絶
対
に
許
せ
ま

せ
ん
。

　

ぼ
く
も
、
悪
い
言
葉
を
使

う
こ
と
が
た
ま
に
あ
る
け

ど
、
そ
ん
な
時
は
先
に
あ
や

ま
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

思
い
や
り
の
心
を
育
む

徳  

一
真
くん（
５
年
）

廣  

あ
い
り
さん（
４
年
）

す
。
そ
し
て
、
あ
や
ま
っ
て

終
わ
る
の
で
は
な
く
、
自
分

の
言
っ
た
こ
と
や
い
け
な
い

こ
と
を
反
省
す
る
こ
と
で
、

同
じ
こ
と
を
く
り
返
さ
な
い

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
ぼ
く
は
、
今
す

ぐ
に
な
れ
な
く
て
も
心
の
き

れ
い
な
人
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

社
会
全
体
が
心
の
き
れ
い
な

人
が
増
え
て
い
け
ば
、
み
ん

な
が
住
み
や
す
い
社
会
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
あ
い
さ

つ
や
言
葉
使
い
な
ど
、
す
ぐ

に
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

り
、
草
取
り
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
ひ
ま
わ
り
の
花
を
育

て
る
こ
と
を
通
し
て
、
な
ぜ

ひ
ま
わ
り
が「
人
け
ん
の
花
」

な
の
か
、
少
し
分
か
っ
た
気

が
し
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
は
、
お
ひ
さ
ま

に
向
か
っ
て
さ
く
こ
と
と
、

花
の
色
が
明
る
い
黄
色
で
元

気
を
も
ら
え
る
か
ら
で
す
。

　

わ
た
し
も
、
学
校
に
来
る

と
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
さ
い
て

い
る
ひ
ま
わ
り
の
花
を
見

て
、
一
日
の
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。

　

今
日
は
閉
講
式
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
、
友
達
は

も
ち
ろ
ん
、
自
分
自
身
も
大

切
に
し
て
思
い
や
り
の
心
を

も
て
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

ほ
う
む
局
や
人
け
ん
よ
う

ご
委
員
の
み
な
さ
ん
、
人
け

ん
に
か
ん
す
る
大
切
な
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「人権の花」さかせよう
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　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考
えで作られた仕組みです。具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、
年をとったときや、病気やケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を
受け取ることができる制度です。

【国民年金のポイント】
◎将来の大きな支えになります
国民年金は２０歳から６０歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金給付は生涯にわたって保障されます。
◎老後のためだけのものではありません
国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、
病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その
加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
★「学生納付特例制度」　　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下
の場合、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。対象となる学生は、
学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校および各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外
大学の日本分校に在学する方です。
★「若年者納付猶予制度」　　学生でない３０歳未満の方で、ご本人
および配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

　国民年金のご相談・手続き等については市区町村または年金事務所までお問い合わせください。
【お問い合わせ先】龍郷町役場町民税務課年金係　☎６９－４５１７　
　　　　　　　　  奄美大島年金事務所　　　　　☎５２ ‐ ４３４１

～新成人の皆さんへ～

２０歳になったら国民年金
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は
容
姿
の
変
動
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

顔
写
真
を
考
慮
し
て
５
回
目
の
誕
生
日

と
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
便
乗
に
注
意

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不

正
な
勧
誘
や
個
人
情
報
の
取
得
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

内
閣
府
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
地
方

公
共
団
体
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た

不
正
な
勧
誘
や
個
人
情
報
の
取
得
を
行

お
う
と
す
る
電
話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
、

訪
問
な
ど
に
関
す
る
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
内
容
に
応
じ
て
、
相
談
窓

口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
95
‐
０
１
７
８ 

　
　

平
日
午
前
９
時
半
～
午
後
10
時

土
日
祝
日
午
前
９
時
半
～
午
後
５
時
半 

（
年
末
年
始
を
除
く
）

　

一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
つ
な
が
ら
な

い
場
合
は 

・
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
☎
０
５
０
‐

３
８
１
８
‐
１
２
５
０ 

、
そ
の
他
の

お
問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
☎
０
５
０
‐

３
８
１
６
‐
９
４
０
５
に
お
か
け
く
だ

町
駅
伝
表
彰

　

【
優
良
競
技
者
】

▼
５
回
出
場　

牧
原
千
博
（
秋
名
）
姫

野
優
太
（
円
）
阿
世
知
誠
二
（
龍
郷
）

里
康
一
郎
（
赤
徳
）
成
瀬
茉
倫
（
赤
徳
）

▼
20
回
出
場　

長
谷
場
洋
一
郎
（
大
勝
）

▼
25
回
出
場　

迫
地
政
明
（
赤
徳
）

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
導
入
に
伴
う
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
の
交
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
個
人

番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人
の
申
請
に
基
づ

き
交
付
さ
れ
、
個
人
番
号
を
証
明
す
る

書
類
や
本
人
確
認
の
公
的
な
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
交
付
手
数

料
は
、
初
回
に
限
り
無
料
で
す
。

　

同
制
度
導
入
後
は
、
就
職
や
転
職
、

出
産
育
児
、
病
気
、
年
金
受
給
、
災
害
等
、

多
く
の
場
面
で
個
人
番
号
の
提
示
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
１
枚
で
番
号
確
認

と
本
人
確
認
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
、

発
行
の
日
か
ら
10
回
目
の
誕
生
日
ま
で

で
す
。
た
だ
し
、
20
歳
未
満
に
つ
い
て

さ
い
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
含
ま
れ
る
個
人
情

報
（
特
定
個
人
情
報
）
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
苦
情

　

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
苦
情

あ
っ
せ
ん
相
談
窓
口

☎
03
‐
６
４
４
１
‐
３
４
５
２

平
日 

午
前
９
時
半
～
午
後
５
時
半

　

※
詳
し
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

18
歳
選
挙
を
学
ぼ
う

　

選
挙
権
年
齢
を
現
在
の
20
歳
以
上
か

ら
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
改
正
公
職

選
挙
法
が
成
立
し
、
来
年
夏
の
参
院

選
か
ら
適
用
さ
れ
、
18
～
19
歳
の
約

２
４
０
万
人
が
新
た
に
有
権
者
と
な
り

ま
す
。
こ
の
改
正
に
伴
い
、
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
特
設
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
、
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
投
票
率
が
低
く
な
る
と
、
若

者
の
声
は
政
治
に
届
き
に
く
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
若
者
に
向

け
た
政
策
が
実
現
し
に
く
く
な
っ
た

り
、
実
現
す
る
の
に
時
間
が
要
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

選
挙
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙

権
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
は
住

民
票
が
あ
る
自
治
体
で
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
進
学
や
就
職
な
ど
に
伴

い
、
実
家
を
離
れ
る
場
合
等
に
お
い
て

は
引
っ
越
し
先
の
自
治
体
へ
の
住
民
票

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
進
学
や
就
職

で
引
っ
越
し
た
ら
、
住
民
票
を
移
し
ま

し
ょ
う
。

　

１
月
法
律
相
談

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

同
で
「
奄
美
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
14
日
（
木
）
午
後
１
～
４
時
半

▼
21
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
11
時
半

▼
28
日
（
木
）
午
前
11
～
12
時

　
　
　
　
　
　

午
後
１
～
３
時
半

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
（
先
着
順
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
市

民
生
活
係
☎
52
‐
１
１
１
１
（
内
線

１
７
１
５
・
１
７
１
６
）

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板
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場所：各集落公民館など　時間：午前９時半 , 午後２時

　龍郷町では、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）
や生活習慣病の予防・解消等を目的に、月１回〝運動〟と〝正しい食生活〟を習慣づけるために
上記教室を開催しています。午後７時半～午後９時 10 分　　　保健福祉課☎６９－４５１４

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

  3（日） 成人式   9：30
りゅうゆう館

  4（月） 消防出初式 13：00

8（金）
 かめのこクラブ 10：00

どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30

10（日）
 西郷南洲顕彰新春書き初め大会   8：30 役場２階会議室
 西郷南洲祭奉納剣道大会   8：30 りゅうゆう館

12（火） じゃがいも会
どぅくさぁや館13（水） 母子歯科相談 13：30

15（金） でぃでぃクラブ 13：30
21（木） まんげらん体操教室 13：30 下戸口公民館

22（金）
 かめのこクラブ 10：00

どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30

26（火）
 じゃがいも会 赤尾木地区
 お腹スッキリ運動教室 19：30

どぅくさぁや館28（木） 歯科健診 13：00
29（金） でぃでぃクラブ 13：30

・
再
田
清
美
さ
ん
（
故
瀧
ウ
イ
コ
さ
ん
）

浦
老
人
ク
ラ
ブ

・
池
邦
洋
さ
ん
（
故
池
矢
生
さ
ん
）

芦
徳
集
落

・
重
田
博
幸
さ
ん
（
故
壽
京
子
さ
ん
）

愛
寿
園

１
月
行
事
予
定
表

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
11
月
届
出
】

山
田　

帆は
な
と
南
飛

菊
地　

壱いち
な
り成

若
林　

紗さ
き季

  

緑     

美み
り璃

最
上
　
愛あい
な奈

  

南     

寛かん
せ
い成

　
（
敬
称
略
）

中
戸
口

中
勝

大
勝

赤
尾
木

龍
郷

大
勝

保
護
者
名

啓
幹

辰
郎

誠
也

優
人

満
男

晋
吾

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
11
月
届
出
】

勝
田　

房
子

濱
川　

勇
幸

田
中　

輝
彦

芝
田　

ヤ
ス
子

岩
田　

末
彦

   

壽    

京
子

松
元　

淳
郎

   

瀧    

ウ
イ
コ

永
田　

秀
藏

（
90
）

（
80
）

（
48
）

（
90
）

（
57
）

（
78
）

（
62
）

（
95
）

（
87
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

上
戸
口

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

芦
徳

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

秋
名

浦
（
愛
寿
園
）

嘉
渡

浦浦
（
愛
寿
園
）

香 

典 

返 

し 

お 

礼

１
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

おなかスッキリ運動教室
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黒
糖
焼
酎
蔵
元
な
ど
が
立
ち
並
び
ま
す
。

そ
し
て
、
役
場
前
に
は
「
大
島
紬
発
祥
の

地　

龍
郷
町
」
の
看
板
が
。
県
道
81
号
線

を
北
上
す
る
と
、
珊
瑚
礁
の
白
波
と
水
平

線
が
目
に
入

り
ま
す
。
昔

と
変
わ
ら
ぬ

光
景
。
生
産
・

文
化
・
自
然

の
龍
郷
町
。

我
等
を
育
ん

で
く
れ
た
故

郷
を
い
つ
ま

で
も
誇
り
に

思
い
、
活
動

し
て
い
き
ま

す
。

執
筆
：森

田
忠
喜

関
西
龍
郷
会

　

昭
和
29
年
以
前
ま
で
は
、
集
落
単
位
で

親
し
い
仲
間
が
数
年
に
１
回
集
ま
り
親
睦

を
図
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
同
年
以
降
は

各
校
区
の
親
睦
団
体
が
次
々
に
結
成
さ

れ
、
昭
和
39
年
10
月
に
は
「
第
１
回
関
西

龍
郷
会
総
会
」
が
あ
り
、
正
式
に
発
足
し

ま
し
た
。
今
年
11
月
に
は
52
回
目
と
な
る

総
会
が
開
か
れ
、
次
期
会
長
に
山
口
久
義

さ
ん（
戸
口
出
身
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
活
動

　

関
西
地
方

在
住
の
奄
美

12
市
町
村
の

参
加
15
団
体

の
う
ち
の
１

団
体
と
し
て

活
動
し
て
い

ま
す
。
平
成

26
年
か
ら
は

関
西
奄
美
会

電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

12
D

ecem
ber
2015

森田 忠喜
（幾里出身）

【会長】

　

全
国
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る「
龍
郷
町
」の
出
身
者
。
こ
の
ペ
ー

ジ
で
は
、
郷
里
の
心
を
胸
に
活
動
す
る
郷
友
会
を
紹
介
し
ま
す
。

稲井 英文
（龍郷出身）

【会長】

広
島
県
奄
美
会

　

平
成
18
年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
10
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
会
の
目
的
は
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
郷
土
奄
美
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
。
会
員
数
は
、
老
若
男
女

１
５
９
名
で
す
。
龍
郷
町
出
身
者
は
６
名

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
広
島
沖
縄
県
人

会
、
広
島
宮
崎
県
人
会
と
は
友
好
郷
友
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動

　

定
期
総
会
・
懇
親
会
と
懇
親
・
忘
年
会

を
、
年
１
回
開
い
て
い
ま
す
。
奄
美
群
島

の
伝
統
芸
能
、
沖
縄
県
や
宮
崎
県
の
民
謡

な
ど
で
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
る
ほ

か
、
会
員
主
宰
「
奄
美
語
講
座
」「
美き

ゅ

ら

島
自
慢
」
も
開
催
。
機
会
あ
る
度
に
奄
美

群
島
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
し
、
い
ず

れ
も
自
称
「
奄
美
観
光
大
使
？
」
で
す
。

龍
郷
町
へ
の
想
い

　

国
道
58
号
線
上
に
、
紬
関
係
、
土
産
店
、

の
執
行
団
体
と
し
て
、
関
西
奄
美
会
の
主

催
す
る
各
行
事
に
も
会
員
一
同
で
取
り
組

み
、
各
団
体
と
も
積
極
的
に
親
睦
も
深
め

て
い
ま
す
。
毎
年
４
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
各
校
区
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
11
月

に
集
大
成
と
し
て
関
西
龍
郷
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。龍

郷
町
へ
の
想
い

　

会
員
の
平
均
年
齢
は
高
齢
化
し
て
い
ま

す
が
、
島
を
離
れ
て
現
在
ま
で
先
祖
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た「
龍
郷
チ
ュ
タ
マ
シ
」

「
心
き
ょ
ら
さ
」
を
心
の
糧
と
し
て
生
活

し
て
き
ま
し
た
。平
成
の
大
合
併
後
も「
龍

郷
町
」
の
名
を
残
し
て
く
れ
た
先
輩
方
や

関
係
者
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
遠
く
離
れ
て
も
、
い
つ
ま
で
も
龍
郷

町
出
身
と
誇
れ
る
ま
ち
の
発
展
を
祈
願
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　

執
筆
：
稲
井
英
文

②
関
西
龍
郷
会

③
広
島
県
奄
美
会


